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目 的

抑うつの生起メカニズムについては、様々な研究がなされ

てきた。そのなかでポジティブな認知やスキーマが関連する

抑うつ低減プロセスモデルとして Linville(1985,1987)の自

己複雑性(self-complexity:以下 SC)理論がある。SC とは自己

知識を構成する自己側面の数とそれらの分化の程度によって

定義されている。Linville(1985,1987)は、複数の側面がより

分化していれば、ライフイベントの与える衝撃が別の側面ま

で波及することがないのに対し、両者が分化していない場合

には、否定的なライフイベントの影響が活性化拡散を通じて

他方の側面まで波及するだろうと考え、SC がライフイベント

に及ぼす緩衝仮説を提唱した。本研究では SC 理論に着目し、

抑うつと SC との関連について検討する。そして、SC 理論に

基づいて抑うつの予防を目的とした介入プログラムを作成・

実施し、その有効性について検討することを目的とした。特

に肯定的な SC を高めることが抑うつの予防につながると考

え、肯定的な SC を高める介入プログラムを作成・実施し、そ

の有効性を検討することを目的とする。介入プログラムの作

成に当たり、解決志向アプローチの技法の 1つである「例外

の発見」技法に注目した。例外とは、うまくやれているとき

や状況あるいはすでに起こっている解決(の状態)の一部のこ

とを指し（黒沢,2002）、例外の発見とは、問題がなかった時

や、問題をうまく解決できた時の状況を認識できるように働

きかけること(袴田，2004)である。例外の発見の Ex.を取り

入れ、HW として一週間、例外の発見の Ex.を実施する。

方 法

被験者 大学生 22 名(男性 12 名、女性 10 名)。

Beck Depression Inventory 日本語版（以下 BDI）と特性語

分類課題を施行した。後者の課題は、自己の側面について考

え、各々の側面の特徴を表す特定形容詞を選択するものであ

る。特性形容詞リストとして、林・堀内（1997）が Big Five

モデルの各因子についてポジティブな語とネガティブな語を

４つ選択した合計 40 の性格特性語をランダムな順序で配列

したものを用いた。SC の指標として統計量 Hと SC 得点をそ

れぞれ算出し、抑うつとの関連を比較・検討した。また各々

の指標について、それぞれの情緒価によって肯定的な SC と否

定的な SC とに区別して算出した。

心理教育 抑うつについての理解を深めることを目的とした

心理教育を実施した。SC を高めることが、抑うつへ及ぼす影

響について解説した。解説では‘テニスをする自分‘と‘勉

強をする自分‘という 2側面を例として取り上げた。事前に

作成した資料を配布し、読み上げた。参加者から質問や疑問

があがった場合には、その都度口頭で説明を付け加えた。実

施時間は約 10 分であった。

エクササイズ 解決志向アプローチの技法の１つである例外

の発見の Ex.を行った。Ex.は、黒沢(2002)の例外の発見を参

考にして作成した。介入プログラムでは、いつもよりもちょ

っとでも上手くやれたとこや少しでも良い感じだった時間が

もたらされた理由について‘自分自身のどのような行動や特

徴によって‘という部分を付け加えた。実施時間は約 10 分で

あった。

ホームワーク 例外の発見の EX.で用いたものと同様の用紙

を一週間分の計７枚を用意し冊子にして使用した。毎晩の就

寝前に実施するように指示し、一週間後の posttest を実施す

る際に提出するように求めた。なお、HW の実施状況は 7日間

実施した者が 100％であった。

結 果

図１ HW 前後の BDI 得点の変化

図２ HW 前後の SC 得点の変化

介入プログラム前後における抑うつ得点の変化について対

応のある t検定を行った結果、有意に抑うつ得点が低下した

(t=3.63,p<.01)。SC に関する各々の得点について対応のある

t検定を行った結果、P-SC 得点においてのみ有意な差がみら

れ、P-SC 得点が有意に上昇した(t=-2.95,p<.01)。

本研究の介入プログラムを実施することによって、自分自

身についての肯定的な思考や感情、評価が増加し、抑うつの

低減につながった可能性が考えられた。

(本研究は岐阜大学大学院教育学研究科岩間由美子との共同

研究である。)
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解決志向アプローチ
による抑うつの改善

○宮本正一
（岐阜大学教育学部）

目的

ポジティブな認知やスキーマが関
連する抑うつ低減プロセスモデルとし
てLinville(1985,1987)の自己複雑性
(self‐complexity:以下SC)理論がある。
SC理論に基づいて抑うつの予防を目

的とした介入プログラムを作成・実施
し、その有効性について検討した。
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方 法
1. 調査協力者

1. 大学生22名(男性12名、女性10名)。

2. 抑うつの測定

3. Beck Depression Inventory日本語版（以下
BDI） 21項目 4段階評定
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方 法
1. 自己複雑性

2. 特性語分類課題を施行した。この課題は、
自己の側面について考え、各々の側面の特
徴を表す特定形容詞を選択するものである。
特性形容詞リストとして、林・堀内（1997）が
Big Fiveモデルの各因子についてポジティブ
な語とネガティブな語を４つ選択した合計40
の性格特性語をランダムな順序で配列した
ものを用いた。
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例 スポーツをしている自分
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方 法

1. 自己複雑性

2. SCの指標としてSC得点をそれぞれ
算出した。

3. 特性形容詞の情緒価によって肯定
的なSCと否定的なSCに区別して算

出した。
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自己複雑性(SC)得点
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• ＜統計量H＞

• H＝log２n－(∑nilog２ni)／ｎ

• ｎ：特性形容詞の総数

• ｎi：グループの組合せ各パターン
に出現する特性形容詞の数

プログラム概要

8
日本心理学会第77回大会 臨床・障害

3AM‐048



臨床，障害 3AM‐048 2013/9/21

日本心理学会第77回大会 2013/9/21 札幌 5

心理教育
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自己複雑性の高低
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肯定的な自分に目を向ける
エクササイズ

11

HWの実施状況
は7日間実施し
た者が100％で
あった。
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結果と考察

介入前後のBDI得点
12

(t=3.63, n=21, p<.01)
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結果と考察

介入前後の自己複雑性得点
13

(t=2.949, n=21, p<.01)

(t=0.134, n=21, n.s.)
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BDI改善事例の具体例３名

• HWの記述をみると、肯定的出来事の理由につ
いて「人の役に立つことが好きだから」

• 「私は友人と過ごす時間を大切にしたいと思って
いるから」

• 良かったことの原因を自分自身の肯定的な行動
や特徴に帰属していた。

• 「やればできると自分を褒めた」

• 肯定的な出来事の原因を自分自身に帰属して
いた。
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P‐SC改善事例の具体例３名

• HWの記述をみると、 「自分の外せない心地よい時間。
1週間のごほうび」

• 「ストレス解消法で、楽しみでもある」
• 自分にとっての大切な時間についての言及
• 「自分は○○が好きだから」

• 自身の好きなこと、時間についての内容が多くみられ
た。

• 肯定的な出来事の原因を自分自身に帰属させること
が重要である。

• 介入プログラムを通して自分自身にとって大切な時間
や好きなことを再認識した。
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BDI非改善事例の３名

• HWの記入内容には、いつもよりも肯定的な

出来事の理由として「前回やらずに怒られた
ので反省した」

• 「いつも後回しにしてしまうが、やっぱりやらな
いといけないことだと思い、集中してできた」と
いうような肯定的な側面に注目しているもの
の、それと同時に否定的な側面にも注目して
いる内容が多くみられた。
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P‐SC非改善事例の３名

• 肯定的な出来事についての理由として

• 「たまたま見つけたから」

• 「時間があったから」

• 「頼むねと言われたから、しょうがないなと思
いながらした」

• 自分自身以外の外的な要因に帰属している
内容が多くみられた。
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❶介入プログラム実施後に抑うつの低減とP‐SC

の増加が認められ、抑うつの予防を目的とした
介入プログラムとしての有効性を示した。

❷抑うつに対する予防的な介入として解決志向
アプローチの有用性を示した。

❸肯定的な出来事の原因について、自分自身
の肯定的な側面に注目し帰属することが重要
である。

(本研究は平成22年度岐阜大学大学院教育学研究科修了
生岩間由美子との共同研究である。) 18
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